
居宅訪問型保育事業
（ベビーシッター）集団指導

八潮市こども家庭部保育幼稚園課

令和８年度
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集団指導実施の根拠

児童福祉法第５９条第１項に基づく認可外保育施設に対す
る指導監督の一環として実施します。

認可外の居宅訪問型保育事業者（児童福祉法第６条の３第
１１項規定）については、立入調査に代えて講習等の方法
による集団指導を行います。

「認可外保育施設に対する指導監督の実施について」（令和6年3月29日
こ成保発第206号こども家庭庁成育局長通知）

集団指導として、 「講習指導」 ・「書面指導」を受講してい
ただきます。
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集団指導の内容

第１章 認可外保育施設の制度について

第２章 認可外保育施設指導監督基準について

第３章 児童福祉法の改正について
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第１章 認可外保育施設の制度について
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①認可外保育施設とは
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②立入調査の流れ
①設置届（変更届）、運営状況報告書等により施設の状況把握

▼

②実施通知の送付

▼

③立入調査の実施（居宅訪問型保育事業者については集団指導）

▼

④調査結果の通知

▼

⑤改善報告書の提出

▼

⑥改善結果の確認・指導等

▼

⑦認可外施設基準を満たしている旨の証明（無償化対象施設となる）

改善されない場合
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③報告について

◎定期報告（運営状況報告）

毎年９月１日時点の運営状況を９月末までに報告

●報告先⇒八潮市保育幼稚園課

◎臨時報告（特別報告）

施設で重大な事故（死亡、重傷事故、食中毒など）が発生した場合に報告

（治療に要する期間が３０日以上の負傷や疾病を伴う重篤な事故等）

※上記に関わらず、緊急搬送を伴うものは報告してください

●報告先⇒八潮市保育幼稚園課
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第２章 認可外保育施設指導監督
基準について
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①指導基準項目

１ 保育に従事する者の数及び資格

２ 保育施設等の構造設備及び面積

３ 非常災害に対する措置

４ 保育室を２階以上に設ける場合の条件

５ 保育内容

６ 給食

７ 健康管理・安全確保

８ 利用者への情報提供

９ 備える帳簿

１０ 設置者の経営姿勢

が居宅訪問型保育事業に関係する
項目です。
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指導基準①
保育に従事する者の数及び資格
１ 原則、保育に従事する者１人に対し乳幼児１人の保育です。

 例外として、当該乳幼児が、その兄弟姉妹と一緒に利用しているなど
の場合であって、かつ、保護者が契約において複数名での保育に同意
しているときには、これを適用しないことができます。

２ 保育に従事する者は以下のいずれかを満たす必要があります。

 保育士資格を有する者

 看護師（准看護師）資格を有する者

 子育て支援員研修等を修了している者

３ 保育士でないものの名称について

 保育士でないものを、保育士等の紛らわしい名称で使用してはいけま
せん。
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指導基準③
非常災害に対する措置

１ 防災上の必要な措置を講じてください。

 火災、地震の災害発生時における対処方法等（避難経路や消
火用具等の場所の確認を含む）についてあらかじめ検討し、
避難訓練等を実施することが必要です。

 事前に保護者と避難場所や引き渡しについて確認をするなど
の、非常災害発生時を想定してください。
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指導基準⑤ー１
保育内容
１ 保育所保育指針を参考に、以下の事項について理解し、

適切な保育を実施してください。

□ 乳幼児一人一人の心身の発育や発達の状況を把握し、保育が行わ

れていますか。

□ 乳幼児が安全で清潔な環境の中で、遊び、運動、睡眠等をバラン

スよく組み合わされた健康的な生活リズムが保たれるように、十

分に配慮をしていますか。

□ 乳幼児の生活リズムに沿った保育が実施されていますか。

□ 乳幼児に対し、漫然とテレビを見せ続けるなど、子どもへの関り

が少ない「放任的」な保育になっていませんか。
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指導基準⑤ー２
保育内容

２ 保育に従事する者の人間性と専門性を図ってください。

 保育所保育指針を理解する機会などを設けてください。

 年に一度は研修の受講をお願いします。

３ 乳幼児の人権に対し十分な配慮をしてください。

 乳幼児に身体的及び精神的苦痛等を与えたり、人格を咎めたりしてはいけません。

４ 児童相談所等の専門的機関との連携を図ってください。

相談機関はP25参照。

５ 保護者との密接な連絡及び緊急時の連絡体制を整えてください。

 連絡帳等を活用して、保護者⇒家庭での様子 保育者⇒保育中の様子を共有してく
ださい。また、保護者の緊急連絡先、かかりつけ医を把握してください。
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指導基準⑥ー１
給食（食事を提供する場合）

 乳児にミルクを与えた場合は、ゲップをさせるなどの授乳後の処
置が行われていますか。

 アレルギーを有する子どもの保育にあたっては、保護者と連携し、
医師の診断及び指示書※に基づき、適切な対応を行ってください。

※「保育所におけるアレルギー疾患生活管理指導表」を用いることが
原則です。（保険適用となります）※こども家庭庁HP参照

保護者と連携し年齢や発達、健康状態

（アレルギー等含む）に配慮した食事の提供を意識し
てください。
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指導基準⑥ー２
給食（食事を提供する場合）

 過去に誤嚥、窒息などの事故が起きた食材は、誤嚥等を引き起こす可能性に
ついて保護者に説明し、極力使用しないようにしていますか。

 子どもの食事に関する情報（発達状況等）を把握していますか。

 食事の前に、当日の子どもの健康状態を確認していますか。

 子どもの意思に合ったタイミングで食事を与えていますか。

 口の中に食べ物が残っていないか確認していますか。

 １回で多くの量を与えないようにしていますか。

 汁物など水分を適切に与えていますか。

 食事中に眠くなっていないか注意していますか。

 食事中は子どものそばから離れないようにしていますか。

食事中の事故防止策の例

15



指導基準⑦ー１
健康管理・安全確保

１ 乳幼児１人１人の健康状態を観察してください。

（体温、排便、食事、睡眠、表情、皮膚の異常の有無、機嫌等）

２ 職員の健康診断や実情に応じた検便の実施をしてください。

（採用時の健康診断、年１回の健康診断を受けることが必要です）

３ 感染予防のための対策を行ってください。

４ 乳幼児突然死症候群（SIDS）への注意を払ってください。
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指導基準⑦ー２
健康管理・安全確保

防止するためには…

 照明は、睡眠時の乳幼児の顔色が観察できるくらいに明るさを保つ。

 乳幼児のそばを離れない。

 乳児を寝かせるときは、仰向け寝を徹底する。

 保育室内の禁煙を徹底する。

 厚着をさせすぎない、暖房を効かせ過ぎない。

乳幼児突然死症候群（SIDS）とは
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指導基準⑦ー3 

健康管理・安全確保

 ０歳児は５分に１回、１～２歳児は１０分に１回が望ましいです。

 預かり始めの時期は特に注意してチェックしてください。

 子どもの寝つきや睡眠中の姿勢、顔色、呼吸の状態、体温、部屋の
湿度等）を記録しましょう。

睡眠時チェックについて

（参考例：八潮市公立保育所）
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指導基準⑦ー3 

健康管理・安全確保
安全計画の作成について①

認可外保育施設指導監督基準改正（令和５年４月１日より施行）

保育所、地域型保育事業所（保育所等）については、安全
に関する事項についての計画（安全計画）を各施設において
策定することを義務付ける旨が規定されたこと等を受け、ベ
ビーシッターも含め、認可外保育施設についても安全計画に
係る取扱について規定することとなりました。
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指導基準⑦ー3 

健康管理・安全確保

 安全計画を策定し、当該計画に従い児童の安全確保に配慮した
保育が実施されているか。

 安全計画に定める訓練や研修の受講を定期的に実施しているか。

（救急救命の実技講習、119番通報、避難訓練等）

 保護者に対して安全計画に基づく取組の内容について周知して
いるか。

安全計画の作成について②
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事故発生時の対応について

救急搬送要請または提携医療機関への受診

⇒ 事故発生時の記録および八潮市への報告



指導基準⑧ー１
利用者への情報提供

１ 施設及びサービスに関する内容を提示してください。（14項目）

①設置者の氏名又は名称及び施設の管理者の氏名

②施設の名称及び所在地

③事業を開始した年月日

④開所している時間

⑤提供するサービスの内容及び当該サービスの提供につき利用者が支払うべき額

⑥利用定員

⑦保育士その他の職員の配置数又はその予定

⑧職員の研修受講状況

⑨保険加入状況

⑩提携している医療機関名、所在地及び連携内容

⑪緊急時等における対応方法

⑫非常災害対策

⑬虐待防止のための措置に関する事項

⑭設置者が過去に事業停止命令又は施設閉鎖命令を受けたか否かの別

ここdeサーチへの
掲載も必須です。
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第３章 児童福祉法の改正について
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児童福祉法等の一部改正

１．保育士・保育所支援センターの法定化（令和７年１０月１日施行）

潜在保育士の復職支援等を行うための体制整備
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２．保育の体制の整備に係る特例の一般制度化（令和７年１０月１日施行）

国家戦略特別区域に限り認められている地域限定保育士制度を

一般制度化し、特定の都道府県または指定都市においてのみ保育士

と同様に業務を行うことができる

３．３～５歳のこどものみを対象とする小規模保育事業の創設

（令和８年４月１日施行）

４．保育所等の職員による虐待に関する通報義務等について

（令和７年１０月１日施行）
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保育所等の職員による虐待に関する通報義務等について

保育所等における虐待等の不適切事案が相次いでおり、こどもや保護
者が不安を抱えることなく安心して保育所等に通う・こどもを預けられ
るような環境を整備していく必要がある

背景

内容
児童福祉法等を改正し、下記の規定を設ける。
◆虐待を受けたと思われる児童を発見した者の通報義務
◆都道府県等による事実確認や児童の安全な生活環境を確保するために必
要な措置

◆都道府県等が行った措置に対する児童福祉審議会等による意見
◆都道府県による虐待の状況等の公表
◆国による調査研究

対象施設：保育所、幼保連携型認定こども園、幼稚園、特別支援学校幼稚部、家庭的保育事業、
小規模保育事業、居宅訪問型保育事業、事業所内保育事業、認可外保育施設、一時預かり事業 等



専門機関等の連携について
連絡先

八潮市

こども家庭支援課 ０４８－９３４－７００４

保育幼稚園課 ０４８－９９６－２７９２

草加児童相談所 ０４８－９２０－４１５２
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（参考）

※市役所の開庁時間外は草加児童相談所へ通報してください。
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